下水文化を見る会のご案内
　第１０回下水文化研究発表会の開催に併せて、国の重要文化財に指定された三河島水再生センターの旧主ポンプ室をはじめとする幾つかの近代化遺産を巡る「下水文化を見る会」を下記の要領で実施いたします。軽装にて、ふるってご参加ください。

記

日時：　平成２１年１１月２９日（日）

集合場所：　都電荒川線「荒川二丁目電停」前

　　　　　　（営団地下鉄千代田線あるいは京成電鉄・「町屋駅」より乗り換え）

集合時間：　午前１０時

見学場所：　三河島水再生センター旧主ポンプ室（大正１１年に運転を開始した日本初の下水処理場にあるレンガ造りの建物）

旧醸造試験所・醸造工場（明治３５年竣工のレンガ造りの建物）

　　　　　紙製造用ボロ蒸解釜（明治中期に導入された、紙の原料であるボロ布を蒸解する釜。紙の博物館前に展示）

　　　　　紙の博物館（王子製紙発祥の地に近い飛鳥山に建つ。紙に関する古今東西の資料を収集。製紙に関する産業遺産を展示）

　　　　　旧岩淵水門（荒川本流から隅田川が分岐する所に、昭和初年設けた水量調節用の水門。通称赤水門。昭和５７年まで稼動）

　　　　　荒川知水資料館（平成１０年に開館した荒川に関する市民参加型の博物館）

ルート：　　　三河島水再生センター見学後、都電荒川線に乗り王子電停で降り、紙の博物館

へ。見学後、昼食。

再集合後、旧醸造試験所の建物を外から眺め、石神井川の親水公園の側を通り、

地下鉄南北線に乗り志茂駅まで行き、徒歩にて旧岩淵水門へ。

荒川知水資料館を見学後、荒川の堤防沿いに地下鉄南北線・赤羽岩淵駅まで行

き、ここで解散（午後４時３０分頃）。

帰りの交通：　地下鉄南北線・赤羽岩淵駅からＪＲ王子駅で乗り換えて、京浜東北線で東京方面あるいは大宮方面へ。

　　　　　　もしくは、解散地点から徒歩約１０分にてＪＲ赤羽駅へ。
問い合わせ：　運営委員の地田修一（電話０９０－７８１６－６２９９）まで。

